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ヰ

新

し

㌧、

さ
き
の
国
会
F
「
農
辛
委
1
1
会
等
ゼ

ヒそ

組

せ
ん
の
で
、
従
来
と
優
り
す
せ
ん
か
ら

関
す
る
法
律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
く
わ
し
い
説
聞
は
省
き
」
寸
。

こ
ど

は
、
御
承
州
の
ご
と
と
思
い
牢
り
一
◆
選
挙
委
員
の
数

が
、
こ
の
改
正
法
が
、
七
月
二
十
日
か

ら

施
行
さ
4
－
i
．
y
e
従
い
ま
し
C
6
8
Y

委
員
の
遜
挙
が
、
n
月
T
パ
日
全
国
一

せ
い
〕
輻
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

新
し
く
農
ぴ
襲
目
に
な
ら
れ
る
万
は

も
ち
ろ
ん
、
孤
挙
す
る
一
般
ぴ
家
も
、

　
雌
某
委
員
会
の
統
へ
O
の
と
こ
ろ
で
申

し
注
し
た
よ
う
に
、
区
域
が
大
き
く
な

る
に
従
セ
ま
し
て
、
両
拳
に
よ
る
委
員

の
劉
を
、
十
人
か
ら
四
卜
人
（
△
，
ま
で

は
十
人
か
ら
P
斤
く
て
あ
つ
た
b
と
ひ

ろ
げ
た
こ
と
で
あ
り
矛
す
。
足
徽
は
右

”
t
）
仕
事
緬
詫
■
話
舗
繭
紮
騨

　
以
内
を
、
市
町
打
艮
が
、
腿
填
委
員
と
り
ま
す
．

一　し
て
地
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
一
◆
巴
業
委
賀
会
の
仕
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
い
う
注
で
も
な
く
腰
薬
委
屑
会
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
否
1
1
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
る
わ
D
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
こ
の
査
員
は
、
欝
の
皆
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
遜
挙
し
て
決
め
る
頃
員
と
’
前
述
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り
巾
町
村
長
が
選
任
し
た
談
員
と
が
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‖
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は
、
態
凌
貝
会
最
高
の
ぼ
志
決
冗
機

1
つ
い
ζ
、
け
い
も
う
や
官
伝
を
す
る
こ
◆
部
会
の
構
成

，

と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
選
挙
に
よ
る
瑛
員
の
数
ば
ま
だ
足
敦

一

右
の
列
、
陛
哨
頃
員
合
は
そ
の
区
城
つ
て
お
り
ま
廿
ん
が
、
選
挙
に
よ
る
嶺

内
の
壁
や
卵
1
6
に
閲
す
る
こ
と
に
つ
一
員
の
数
が
二
十
一
人
以
上
の
燈
藁
佼
例

一鍛
い
繍
懸
語
詩
隔
総
寵
誤
㎜
剛
認
脇
瀦
帥
顯

に
な

つ
て
お
り
ま
ポ
。

◆
膿
業
委
員
会
の
仕
再

　
先
づ
農
業
委
員
会
が
、
そ
の
区
城
内

で
処
卯
す
る
事
項
を
あ
げ
ま
’
e
i
と
’

　
m
l
に
、
農
地
法
や
そ
の
他
の
法
令

L
＝
よ
つ
て
’
そ
の
橿
に
属
さ
せ
躍

地
打
書
放
牧
地
ま
た
は覆
林
の
刑
用

氾
革
委
員
会
の
使
命
や
、
仕
邪
の
内
容
一
の
価
囲
で
、
別
仁
冗
め
る
翠
〔
政
令
に
つ
い
て
の
鯛
整
ど
自
竹
農
の
創
識
紺

を
よ

く
知
つ
て
お
く
x
x
s
s
が
あ
る
怠
）
に
よ
つ
て
・
碍
打
の
葡
戊
亘
捉
L
I
m
‘
v
－
る
こ
と
で
あ
り
ま
。

い
ま

つ
。
以
不
改
U
弘
の
要
点
を
説
朋

し
て
砂
ゴ
し
よ
う
。

閣
隈
業
委
酉
会
の
統
合

　
御
激
知
の
と
1
6
り
、
巾
町
村
A
祝
等

に
よ
り
、
区
域
の
人
）
r
v
い
市
町
ね
が
、

多
く
さ
ん
あ
り
す
」
が
、
合
併
防
の
市

町
村
の
区
城
に
合
U
て
、
麗
難
委
口
会

ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
a
s
か
、
基
卍
ゼ

第
二
F
、
土
抽
改
艮
払
や
そ
の
他
の

す
e
　
農
地
部
会
の
構
成
ぱ
選
挙
に
よ
る
委

員
が
、
十
人
か
ら
十
五
人
、
農
協
、
共

済
か
ら
川
て
い
る

選
任
蚕
員
が
互
選
し

一

た
者
と
、
学
締
経
験
委
員
が
互
巡
し
た

惑
と

に
よ
っ
て
摺
成
さ
れ
ま
す
が
r
後

署
の
数
は
函
挙
ゼ
よ
る

委
貝
の
三
分
の

一
を
こ
え
な
い
よ

う
に
，
そ
れ
ぐ
巾

町
村
の
条
例
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
．
，
■
●
　
　
ー
　
1
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■
●
●
■
・
l
　
　
l

つ
て
ふ
り
才
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
会
委
い
以
外
の
委
戯
は
、
部
会
長
の
静
・

禽
地
嚢
の
霧
処
理
　
可
豊
け
ご
、
饗
組
帖
し
て
旦

　
一
辻
腔
地
部
会
け
μ
一
の
よ
ら
κ
こ
と
一
を
述
べ
る
こ
と
が
で
円
ま
す
。
但
し
澗
一

を
o
る
〃
と
串
し
ご
づ
と
、
前
に
述
べ
一
決
情
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
た
「
腔
㌢
蚕
員
命
の
仕
川
」
の
、
1
◆
而
町
村
農
業
委
員
会
と
県
隈
業
会
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

郡
一
と
第
二
と
（
イ
）
　
（
ロ
）
だ
］
s
J

ゐ
り
ま
し
乙
、
そ
れ
以
外
の
小
務
処
則

は
U
き
主
せ
ん
。

　
農
地
部
介
の
外
に
も
、
部
会
を
情
い

ご
よ
い
こ
と
k
な
つ
て
お
り
ま
す
が
’

と

の
関
係

　
市
町
村
喪
業
女
員
《
と
県
騰
業
会
議

さ
ら
に
傘
国
腔
ポ
会
腕
山
と
、
系
統
か

で
き
る

乙
と
ピ
な
り
h
り
が
、
く
わ
し
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今
月
の
読
菜
メ
モ

　
私
其
雅
家
に
と
っ
て
最
も
忙
し
い
牌
を
図
り
早
目
ゼ
股
穐
し
た
方
が
よ
い
。

繁
期
も
ど
う
や
ら
叩
五
越
し
て
ほ
つ
と
A
、
播
種
　
札
月
よ
り
八
月
上
何
㎏
ー

一
息
古

「
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
農
作
物
で
が
播
棚
出
莱
る
、
大
根
は
ト
地
の
耕

は
我
力
な
、
ホ
ノ
ト
さ
せ
る
暇
臼
山
え
π
が
鞘
市
、
品
質
に
t
f
F
常
に
影
響
t
s
る

ダ
、
H
旬
ひ
生
艮
し
て
公
り
注
サ
。
又
の
こ
深
耕
砕
ゴ
と
し
、
邸
畑
後
直
に
揃

い
説
朋
は
省
き
ま
し
て
、
県
農
藁
会
瀞
時
期
的
ゼ
も
、
日
照
気
温
雨
徹
等
に
恵
が
ず
に
［
週
間
位
川
い
て
士
期
が
蕗
的
．
D
、
間
引

雛
露
⌒
糠
亘
糠
勤
　
難
蹴
轍
｝

ま
づ
、
す
る
と
部
会
委
魚
c
な
い
委
員
　
田
檀
も
終
り
・
ホ
ツ
と
さ
れ
た
こ
と
I
れ
た
ら
七
月
の
菜
閥
の
管
抑
在
か
た
ず
．
二
〆
木
灰
卜
三
〆
堆
肥
三
百
〆
を
発
冴

の
廿
見
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
は
で
し
よ
う
が
、
農
莱
蚕
員
の
選
挙
日
、
け
て
お
き
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
一
後
）
八
日
日
頃
に
施
し
第
二
回
は
第
一

し
な
い
か
と
・
云
う
ζ
ど
が
p
t
え
ら
れ
七
月
土
ハ
日
は
も
う
す
ぐ
y
m
す
・
真
の
◎
茄
子
永
ら
く
の
閲
愛
撫
を
続
け
回
施
用
後
＋
日
目
頃
に
人
が
市
＋
〆
位

汁

タ
が
、
こ
の
よ
う
な
心
配
が
お
き
な
一

い
よ

う
r
、
法
律
で
は
、
総
会
は
部
会

に
対
し

て
、
い
つ
で
も
そ
の
所
掌
稽
務

に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た
り
、
ま
た
都

こ
れ
ら

部
会
は
、
第
l
回
の
捗
目
総
会
‥
員
と
な
る
委
員
を
一
名
、
各
巾
町
村
賠
注
れ
て
旺
盛
な
る
仲
艮
を
続
り
て
層
り
い
て
か
ら
播
v
方
が
R
S
。

鹸
濤
蕊
控
翼
翼
詰
姑
曙
腔
華
ま
ぼ
，
後
黙
貝
の
篇
の
窪
篇
料
川
馨
は
そ
の
前
作
に
v
a

農

業

委

員

会

委

員

選
挙

七

月
＋
六
日

全

国
　
一
齊
に
執
行

よ

り
ま
す
と
、
川
代
打
の
場
へ
：
、
十
六
法
令
に
よ
つ
て
，
そ
の
棉
限
に
属
き
せ
式
る
昭
川
ご
九
自
七
月
改
選
さ
れ
た
雌
騨
と
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

人
以
上
二
卜
右
人
以
内
と
云
う
こ
と
に

な
り
ま
V
。

b
市
町
村
畏
が
選
任
す
る
委
員

　
崩
抽
に
よ
る
渉
ほ
の
外
に
、
川
ぴ
協

川
組
合
、
別
肇
μ
済
相
A
n
の
抽
μ
ん
」

粒
辞
け
る
こ
と
る
規
冠
し
た
わ
り
で
づ
一
る
押
邸
を
必
k
・
人
づ
つ
：
J
、
巾
町
川
あ
コ
せ
ん
ト
‘
争
議
の
防
比
を
4
る
こ
と

川
代
村
の
場
合
い
、
（
［
併
し
し
お
り
」
縞
会
が
推
ぱ
ん
し
た
学
穀
験
者
恥
人
　
ロ
、
隈
川
情
の
憂
男
合
の
ぶ
つ
せ
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木
灰

先

進

地

及

　
　
　
　

ヌ
褥
鼠
ひ
尺
H
究
尺
w

　　　　　　　　
巾
；
e
“
を
岨
察
し
て
鯨
憲
．
」
、
語
脚
鱒

去
る

、
旦
・
占
よ
，
ご
晶
、
1
1
一
摺
窺
餐
ー
り
，
J
、
論
分
あ
よ
い
搬
に
と
芯
い
て
月
・
尚

平
振
興
会
穿
佃
い
て
、
ゆ
ぱ
畑
方
の
、
t
が
故
艮
鰹
で
同
町
一
〇
血
窯
の
内
袖
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k
〈
代

羨
先
祀
弾
出
裂
か
川
伽
さ
れ
式
苫
芙
汀
穴
鼓
の
聖
○
枯
当
筏
材
の
最
了
概
に
股

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
、
八
〇
％
以
上
が
故
艮
鴛
こ
あ
り
才

顯
副
牢
罫
馨
離
翻
竺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋
の
向
」
つ
訓
’
h
さ
る
る
得
な
v
成
り

（
四
＋
干
呂
て
し
た
。
h
月
二
十
日
午
一
発
牟
に
し
、
土
囲
盆
今
部
柚
ー
L
地
っ

前
ー
一
肚
跳
児
島
駅
1
1
合
、
同
H
4
后
一
て
間
る
邸
、
が
特
に
鱒
じ
ん
点
－
し
た

言
二
＋
分
E
：
－
E
r
k
A
g
e
s
’
－
．
、
甲
速
竺
ゴ
囲
を
魯
孟
る
事
に
よ
つ
て
’

輪
町
農
協
及
川
内
小
死
店
ビ
C
在
廠
の
　
急
激
な
撮
度
の
変
化
を
防
止
し
て
牧
炭

ホ
炭
を
見
当
貿
し
」
し
㌧
。
稲
々
検
討
一
ヨ
の
向
⊥
に
弔
刀
し
L
居
る
、
久
乾
輝

た
麗
刑
等
の
交
換
分
合
と
こ
れ
ら
ゼ
付
亭
友
員
ゲ
《
ほ
の
仔
期
も
、
本
年
七
月

随
’
る
こ
と
が
あ
り
ま
ポ
。
　
　
　
　
十
九
日
を
以
て
温
r
致
し
斗
つ
の
で
、

　
以
上
二

八
の
外
、
次
の
冷
務
を
臼
う
来
る
七
月
卜
六
目
に
全
国
一
斉
F
殴
終

た
と
が
で
き
辻
6
。
　
　
　
　
　
　
．
礎
員
の
選
挙
が
力
な
わ
川
る
こ
と
に
な

　
イ
、
昨
地
の
利
川
関
伶
L
っ
い
て
の
り
ま
し
た
、
之
い
っ
い
て
概
妙
る
（
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
改
バ
内
芥
に
つ
い
ア
は
別
加
を
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
さ
い
）
説
朋
印
し
⊥
げ
皆
杜
の
御
四
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”
冶
　
”
”
亀
t
”
”
．
i
l

i

る
川
が
最
人
の
民
と
膓
富
よ
旦
出
し
、
庚
の
力
が
や
ω
り
脚
品
が
よ
ヒ

い
と
の
巾
、
卿
宿
ー
和
は
何
仙
と
小
炭

在
ミ
、
サ
｜
ぱ
な
機
械
‘
よ
く
況
合
し

　
こ
れ
当
人
さ
な
・
ド
柵
の
様
な
物
に
入

れ
て
放
風
在

込
つ
て
、
首
わ
か
し
冷
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
与
】
O
O
円
戸
あ
つ
て
1
1
の
後
、
敬
出
し
ク
ラ
ッ
シ
ヤ
ー
に
こ
粉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砕
し
ζ
浴
解
炉
に
て
洗
鉄
と
な
し
刑
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
し
込
佃
と
d
う
」
桿
ぐ
写
、
木
炭
は

す
。
毅
に
於
い
て
は
、
耕
水
施
設
を
ま
」
が
・
当
村
ー
し
C
熟
q
’
・
児
ホ
不
決
し
L
情
刑
炉
に
炭
俵
共
投
入
”
る
物

－
）
M
，
v
し
た
が
、
覧
仁
い
て
艮
莞
9
つ
い
，
し
は
爆
秀
馨
、
苫
麺
得
、
町
当
い
も
蕎
め
援
曾
旦
佐
竜
万
よ
艮
荷
し
・
居
る
、

は
右
り
ま
迂
ん
が
、
品
目
に
於
い
て
先

づ
幣
＼

川
昆
L
抗
に
酊
裂
が
少
な
い
再

逃
別
が
規
1
5
苅
り
行
な
わ
れ
誠
に
良
酊

に
L等

に
て
被
い
、

五
度
以
上
に
」
ら
η
怜
＆
百
し
て
二
昼

4
を
管
鵠
。
羨
隻
暴
琶
て
、
吉
振
i
”
　
：
S
R
e
l
J
f
f
J
’
C
；
　
［
w
a
n
g
k
＃
は

兄
に
、
行
づ
ま
り
っ
＼
ふ
り
現
吟
、
大
で
は
カ
い
の
し
、
ー
オ
八
だ
」
と
周
情

い
聯
げ
ね
げ
な
ら
な
い
パ
ぶ
り
」
示
の
物
品
論
入
し
な
い
匡
御
撃

　，

し
よ
う
．
ト
い
組
台
限
汽
に
於
い
て
は
一
る
－
J
副
目
技
の
話
己
し
た
。

小
k
’
川
曇
、
看
臼
．
回
、
把
地
地
視
竺
同
日
午
信
椙
宿
巾
首
市
品
悦
只
、
年
・

a

l同
等
引
岡
、
毎
q
川
辺
郡
内
一
位
を
一
間
山
川
n
ぽ
約
斤
万
飯
大
部
分
が
根
占
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
小

一

　
　
　
　
　
　
　
近
バ
愈
分
曽
も
伎

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

・

ぷ・
恨
禦
広
・
が
蒙
・
〃
L
穫
・
・
1
1
，
I
　
I
に
芦
人
・
・
て
型
顧
蜴
鏡
牢
の
但
罐
毅
晶

た
肪
の
ぴ
飼
L
依
り
、
今
回
い
ト
い
は
一
る
、
田
代
の
廿
合
石
⊥
囲
て
あ
る
為
完
一
－
娼
を
観
寧
し
＝
、
E
年
ー
の
人
戻
の

ト
物
L
昂
パ
、
廿
物
で
あ
る
と
ー
く
目
全
忙
麟
在
三
ロ
哲
し
て
も
、
知
蹄
卜
戻
一
昂
肺
卜
、
胆
円
ユ
ス
ト
が
高
く
成
4
1
一

僧
し
、
燕
別
1
こ
仲
百
貝
に
協
力
し
、
一
の
仲
な
よ
く
締
，
た
ト
民
力
得
ら
4
1
特
汀
〔
－
を
中
止
、
賎
の
ψ
」
ー
ク
ス
を

叉
土
極
杏
品
の
搬
出
か
絶
対
s
行
な
わ
な
い
事
け
コ
別
φ
粘
」
己
占
て
力
い
間
ザ
川
ど
し
r
、

れ
て9
旙
鳶
り
乳
駕
　
一
石
誌
の
盈
。
托
が
不
菟
で
互
響
で
忠
だ
よ
艮
W
物
に
E
’
l
－
r
“
］

乾
嬢
中
は
固
樫
を
・
ハ
十
一
事
■
ー
る
処
か
ア
川
つ
た
、
刃
三
十
一
く
成
つ
た
か
も
う
少
し
澗
別
俵
苧
に
κ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」日
礼
崎
巾
内
漁
川
ノ
水
鵯
坦
　
削
茶
一
青
し
て
髄
・
．
．
ぼ
い
と
の
話
、
知
庵
ホ
炭

よ
り
亀
裂
が
人
こ
あ
る
琳
、
荷
・
ふ
づ
4
1

が
し
て
間
る
巾
見
お
と
り
の
a
る
方

が
多

か
つ
た
。
土
川
刊
招
○
伯
泊
ハ
月
I
日

帰
省
敬
し
詐
し
た
。

杓
駅
し
た
が
掩
械
の
不
内
J
U
聞
の
喪
主
を
＝
2
’
視
牢
報
”
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
致
し
入
ζ
。
　
川
代
盤
協
　
柵
口

IJ、
今
回
選
挙
さ
れ
る
委

員
の
定
数

現
衣
の
条
例
で
ぱ
ヰ
人
と
な
つ
て
い

ま

歩
が
、
之
は
法
の
改
正
に
よ
り
禍

た
に
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
r
さ
れ

て
い
甘
す
の
で
、
七
月
上
旬
ま
で
に

は
決
定
の
見
込
℃
す
。

　
、

選
挙
権
及
ひ
被
選
挙

　
権
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、
迎
小
柵
‥

投
苧
4
る
柵
利
い
及
び
被
選
挙
栩
（

　

Z
｛補
w
き
る
棚
利
）
を
有
す
ろ
者

は
次
の
而
り
芭
す
。

し

ー
、
選
叢

　

川
有
（
l
l
t
1
年
）
十
二
月
一
日

　

現
F
で
、
小
U
レ
居
引
禎
る
澗
二

　
　
十
オ
以
⊥
の
者
で

亀
イ
r
l
反
以
上
の
腿
地
の
経
僧
者

三
　
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
直
品
あ
ー
の
選
挙
棚
は
、
毎
年
有
一

　
縮
者
の
川
舗
F
⊥

り
選
管
で
鯛
査
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
」
、
選
小
人
名
簿
を
調
製
ナ
る
こ
と
一

　

に
さ
41
C
居
り
、
今
回
の
遇
挙
に
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
昨
年
十
，
1
月
一
1
1
現
在
で
顕
卿
し
た

　
名
郷
を
値
川
し
ヨ
ー
。
（
硫
員
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
遺
挙
と
異
り
、
袖
允
蕎
は
胴
製
し
一

　
t

：
v
p
t
ん
：
）
　
p

四蓮
挙
習
の
告
示
｛

　
　
b
月
九
日
ピ
力
日
示
さ
れ
a
s
．
e
e
　
1

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

1

　
　
告
示
の
日
か
ら
孔
候
補
の
屈
出
、
」

　
　

不
作
滑
促
票
等
が
で
き
る
L
v
と
に

劉
ー
に
の
つ
．

ロ
、
右
の
者
の
同
居
の
縄
族
V
｛
け
配
一

　
偶
呂
に
、
茸
間
概
ね
一
ハ
十
日
以
⊥

　
耕
作
嘉
務
に
従
事
す
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

i

2
、
被
遡
挙
権
　
　
　
　
　
　
一

　
前
記
1
の
選
挙
権
を
r
e
．
v
x
る
i
t
　
（
i

　
す
令
は
七
月
十
六
日
ま
こ
に
満
二

　
斗
オ
ビ
患
尋
る
n
c
）
　
I

3
、
欠
格
者

1
懇
⑪
パ
者
2
、
禁
乙
以
士
O

　
刑
し
よ

り
服
役
中
の
者
3
、
溺
挙

　
凹
俸
の
犯
叩
に
よ
る
失
賂
者
は
、

　
選
挙
権
、
被
選
蕩
を
有
し
な
い

腿
1
6
代
表
を
選
び
、
膿
民
の
身
近
か
な
一
て
巷
つ
た
茄
子
は
煎
庚
収
穐
が
出
来
る
［
を
加
す
。

農
罫
委
員
会
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　

堤
勢
委
貝
会
魯
記
平
原

　
　
　
“
．
．
芸
・
‖
‖
自
“
＃
　
＝
n
‖
言
‘

　
　
　
き
る
の
で
、
選
管
ま
で
印
し
川

　
　
　
て
下
さ
い
e

。

が
鐸
万
は
疫
竃
貧
の
上
旬
頃
液
肥
と
し
て
、
褒
・
人
参
食
用
の
外
蓄
の
賀

六
鞭
舗
遷
一
繍
雛
鋸
難
　
鱗

繍
鞠
曝
宇
二
議
⌒
癬
竃
捲
．
竃
鷲

　　　
本
人
叉提
せ
ん
人
（
名
江
か
ら
ニ
ー
品
が
滴
当
で
、
採
努
は
な
い
が
纏
と
夏
の
高
樫
よ
く
な

　
　
　
の
つ
て
い
る
者
）
の
何
＃
g
e
s
　
E
〈
z
t
s
日
中
奮
り
て
、
瓢
蒼
ノ
竺
磐
腱
轟
弾
綾
が
艮
v

　　　
で
き
、
届
出
に
必
嬰
な
爬
矧
は
刻
に
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
早
賜
け
引
常
に
汁
育
を
啓
づ
る
、
払
水

　　　
剤
管
C
準
備
し
ま
す
の
で
印
か
D
’
害
虫
　
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
ダ
マ
シ
、
：
2
好
r
・
士
質
の
深
い
僻
鰯
士
が
尺
く

2
鑑
難
騨
職
罐
欝
蠕
獅
鋤
難

　
　
　
及
び
没
票
管
洲
特
　
　
　
　
　
一
担
有
」
ノ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
，
播
穐
　
岬
旧
一
尺
蜥
ル
ー
－
寸
W
己

　　
ロ
・
特
冗
公
務
員
　
　
　
　
　
　
◎
詰
天
濃
早
生
｛
〈
根
幡
稲
期
よ
し
条
擶
と
す
る
、
灘
気
が
小
兄
d
る
～

　
　
ハ
、
口
家
公
務
嵐
（
一
股
職
）
　
　
り
短
期
の
約
ハ
○
け
位
に
て
収
穐
川
来
発
芽
が
顧
く
な
る
の
で
　
川
欝
判
く
し

　
　
右
に
掲
げ
る
者
が
孔
候
補
し
た
と
一
播
期
期
の
巾
が
臥
く
利
用
度
も
込
い
の
て
播
棚
寸
る
、
播
柚
μ
ソ
ラ
灰
を
河
く

　
　き
ば
そ
の
H
に
公
務
貝
を
退
職
し
で
多
く
殼
店
さ
れ
て
居
る
’
四
五
月
に
覆
い
騨
＋
し
て
か
ら
恥
く
姻
比
尋
る
、

　
　た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
叉
候
補
若
播
稽
し
た
も
の
日
政
秒
致
し
辛
し
よ
う
震
の
心
配
の
あ
る
E
合
は
麦
桿
を
少

　
　碧
の
霧
9
な
つ
褒
u
鷲
嬰
が
な
ろ
の
嘉
溜
に
p
t
e
か
く
切
？
敷
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
v
“
M
　
－
　
－
■
“
r
w
l
　
l
　
‘
－
l
w
w
n
v
e
－
O
l
－

一

球
に
な

り
ま
し
た
．
茄
子
は
開
花
し
て
C
、
間
6
1
第
一
回
は
λ
藁
一
枚
発
4

可
り
約
三
斗
円
位
で
牧
馨
致
し
芽
し
藷
、
魯
旺
辞
響
る
も
の
、

一

巳
月
よ
り
八
月
に
掛
り
て
の
夏
期
の
疏
あ
ま
り
密
4
し
た
も
の
を
除
き
二
寸
閲

数
と
し
て
の
利
用
度
の
広
い
も
の
で
す
位
に
聞
引
を
行
い
押
く
士
寄
を
行
い
ポ

か
ら
允
分
な
管
刈
を
致
し
ま
し
ょ
う
。
　
二
回
目
は
本
葉
四
枚
位
に
伸
び
た
頃
四

IA
、
追
肥
　
第
四
回
目
の
田
肥
と
し
て
寸
位
に
閥
引
き
申
耕
土
寄
山
肥
を
行
う

J
い
な
い
者
は
捜
票
じ
き
ま
げ
ん
。

1
、
今
回
の
狸
挙
の
投
票
所

　
酌
地
区
　
役
場
会
箭
裾

　
川
原
地
区

上
原
世
粉
⊥
鍋

　
　一

　
　
そ
の
U
し
皿
候
捕
辞
退
ど
み
な
さ

　
大
旧
肋
区
　
人
厚
小
苧
校
　
　
　
　
　
　
れ
る
ご
ー
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
［

2
・
投
預
時
間
　
　
　
　
　
七
、
選
挙
蓮
動
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
午
川
し
箭
か
ら
午
後
六
時
ま
で
　
　
農
睾
長
員
の
選
挙
遭
動
は
、
瀞
会
禰

　
入
娼
券
に
記
入
さ
れ
た
投
票
所
以
　
　
目
等
の
選
挙
運
動
と
翼
り
、
大
巾
ゼ
一

　
外
て
は
じ

さ
ま
塗
ん
。
　
　
　
　
　
緩
和
さ
れ
て
周
り
、
飛
卒
運
動
費
用
一

3
’
そ
の
他
の
投
粟
　
　
　
　
　
一
等
の
制
限
も
な
く
、
選
挙
運
鋤
の
方
ご

τ
否
肯
纏
　
　
一
認
㎜
誘
蠕
魅
巽
銃
漂

　
　
止
む
を

得
π
い
用
小
又
は
駕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
と
さ
か
こ
い
ま
0
が
、
簡
情
に

　
　
等
に
よ
り
捜
票
1
1
の
当
1
1
投
〔
　
あ
ら
甘
し
を
礼
明
θ
る
と
次
の
よ
う
一

恒
剖
疑
顯
鉱
摺∴
治
雛
齢
　
　
　
一

　
立
候
補
間
川
の
日
か
ら
選
挙
の
前

　
日
ー
で
　
但
し
夜
間
け
九
時
か
t
9

　
弔
朝
六
時
ま
で
日
‥
、
声
頭
掴
討
は

　
埜
止
さ

れ
て
い
破
す

2
、
選
挙
事
務
所

　
間
出
に
よ
つ
て
　
ケ
川
設
腰
り
る

　
こ
と
が
C
き
る
e

3
、
題
挙
運
動
が
で
き
な
い
考

　
イ
、
選
挙
関
係
の
操
U
森
員
及
ぴ

　
　
冊
目

　

口
、
肖
者
が
そ
の
地
位
を
利
用

　
　
し
て
逮
鋤
を
づ
る
こ
と
。

　
ハ
、
特
足
公
務
n

4
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
運
勧

イ
、
1
1
別
訪
間

　
ロ
、
裡
呼
行
為

　
ハ
、
竹
1
疋
塘
物
交
涌
惚
闇
引
刊
用
の

　
　
派
卍
夕

5
’
制
限
の
な
い
還
動

　
イ
、
ポ
ス
タ
ー
の
枚
㌘
皮
び
規
碍

　
ロ
、
開
名
運
勧

　
へ
、
口
鋤
中
情
の
利
用

　
二
、
郷
側
は
が
さ
等
の
刊
明
、
戸

　
　
ぴ
白
線
施
設
の
和
用

C
’
肥
料
最
も
必
要
な
肥
料
は
窒
素

で
次
に
加
挙
と

燐
酸
を
適
‥
川
に
配
合
す

る
ヒ

ゲ
根
の
名
4
を
除
く
為
め
に
原
肥

に
刈

肥
の
様
な
有
機
ぬ
肥
n
は
さ
け
る

［
腺
肥
油
粗
し
〆
忠
糠
］
o
〆
本
灰
二
十

〆

人
恒
尿
九
〇
〆
と
し
宥
伐
閲
は
川
肥

に
使
う
第
一
回
川
肥
川
肥
ニ
I
〆
油
粕

し
〆
人
n
；
　
0
0
〆

　
　
　
　
　
播
檀
肩
十
日
位
で
発
穿
す

一る
の
て
本
ポ
三
枚
の
頃
一
勺
位
の
株
間

丁
し
て
・
耕
除
田
肥
・
望
霧

の
場
合
は
短
期
間
に
て
収
磁
が
出
来
る

lが夏
措
の
川
合
は
八
0
－
1
O
O
H
内

百
犠
ず
る
．

」

◎
か
ん
ら
ん
要
藺
の
晶
稲
と
し

一て
は
長
岡
交
配
、
貫
準
巾
ぴ
が
使
用
さ

百
居
る
比
浩
冷
ぼ
気
唇
適
し

気
温
は
一
七
度
二
〇
度
位
が
適
当
で
あ

る
か
ら
轡
即
に
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

A
、
播
種
　
七
八
月
栽
培
の
場
合
目
右

の
晶
獺
を
ぷ
び
t
来
る
だ
り
紳
床
育
苗

に
す
る
、
夏
期
は
高
温
F
な
る
の
で
冷

猟
な
場
所
を
選
び
撤
水
を
力
0
滴
侃
を

御
つ
e

B
．
定
植
　
木
葉
三
二
枚
出
た
頃
に
一

　回
の
移
植
在
行
ひ
本
璃
七
八
枚
の
時
に

定
植
す
る
叩
川
ご
尺
株
間
一
尺
位
に
し

て
航
澗
深
さ
石
寸
位
に
堀
り
僚
肥
を
施

し
ナ
と
よ
く
河
担
し
て
覆
ナ
す
る
。

o
、
肥
料
　
才
に
窒
璃
肥
料
が
必
要
で

あ
つ
C
窒
楽
六
〆
燐
酸
三
〆
川
甲
四
〆

が
標
川
で
あ
る
、
川
肥
そ
の
他
有
機
質

即
剰
も
允
分
使
う
、
原
肥
と
し
C
は
川

肥
三
百
〆
琉
労
一
〇
〆
過
石
一
〇
〆
木

灰
二
〇
〆
位
沮
肥
は
人
認
尿
臼
〆
仲
を

加
す
。
◎
は
な
や
さ
い

夏
山
の
日
翔

と
し
て
野
賄
川
1
ー
ア
ー
リ
ス
ノ
ー
ト
ー

ル
等
の
品
川
を
5
6
定
し
て
育
苗
け
か
ん

ら

ん
A
v
同
じ
く
出
平
る
だ
け
純
尿
と
し

て
花
焔
も
か
ん
い
ん
の
川
と
同
じ
て
す

杁
曲
疏
V
に
⊃
い
ε
け
八
月
号
に
汕
州

故
し
ま
づ
が
和
－
の
購
入
柏
旋
も
後
日

取
別
め
て
致
し
ま
8
。

　
　
　
　
　
　
か
展
相
談
所
谷
利

　
　
ホ
、
個
人
演
説
令

八
、
当
選
人

開
寧
1
1
規
白
の
と
こ
ろ
，
即
日
か
翌

　
日
か
ば
齢
、
足
で
り
が
、
肝
嬰
の
結
果

法
定
碍
酌
靹
以
上
の
者
の
内
、
得
ヅ

W
の
采
い
者
の
順
ビ
足
蜘
た
け
の
者

　
が
ゴ
罹
た
t
な
り
ま
δ
．
貯
任
ね
七

　
月
二
ー
日
力
h
と
ゴ
り
ま
4
。

尚
当
ぷ
人
と
k
ら
な
か
つ
た
法
定
得

　
甲
者
は
’
欠
員
ガ
f
“
’
た
Ψ
合
は
向
う

　
＝
ヵ
年
簡
は
補
欠
〉
、
石
る
こ
な
と
に

　
り
ま
す
。
　
鴻
挙
管
理
蚕
口
会

N〆i

“

し

、
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4
　

L
　
f
i
　
O
　
t
’
T
　
r
　
’
　
r
　
t
■
r
n
　
v

p

l
V
j

ー
　
ピ
．
，
、
ー
き
，
　
．
n
t
　
4
M
．
H
－
－
f
層
」
、
　
”
－
“
．
M
M
M
－
．
T
句
V
重
8
■
■
ー
導

m
s
“
，
き
礒
，
“
．
　
＿
，
．
，
p
t
亨
．
ー
了
　
．
ト
f
K
°
ー
牽
・
ー
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林
業
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
林
業
改
艮
指
導
員
　
山
下
郁
男

「
七
月
／
豆
山
手
入
月
間
に
入
り
吐
一
聞
し
て
い
る
こ
と
に
、
何
々
の
名
汗
地

※
る
月
で
す
、
紺
竹
林
の
刈
払
の
最
滴

期
て
あ
れ
、
叉
△
，
年
秋
か
来
年
界
の
造

林
副
回
を
卯
に
択
出
す
　
？
月
で
も
あ
り

pt7
　
e

し

た
．
鼎
員
で
川
禁
人
れ
の
遁
宗
特
鑑
と
か
一
ぞ
つ
曇
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I

川
に
畑
に
大
久
忙
の
時
期
で
あ
る
と
同
一
く
、
業
者
の
方
々
が
螂
巾
し
て
、
経
済

そ
の
上
地
は
経
済
的
に
ま
こ
と
に
恵
ま

41

て
い
る
と
云
う
こ
と
が
出
て
い
ま
づ

　
本
村
を

他
郡
か
ら
見
た
場
合
も
、
県

内
の
い
つ
こ
に
比
し
て
木
材
価
1
6
け
高

時
に
川
林
に
と

つ
て
も
注
こ
と
に
多
忙
一
的
に
百
ま
れ
て
い
る
と
或
い
わ
穴
え
る

と
ム
う
か
敢
人
な
月
で
あ
り
法
す
。

　
さ
ら
に
？
〈
昭
胆
二
行
度
か
ら
新
農
一

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1 か
も
知
2ー

ヰ
せ
ん
。
が

玄
C
あ
り
ま
8
◎

　
こ
れ
が
永
久
的
な
特
産
地
と
し
て
旭

に
宵
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
，
永

綱
し
た
努
力
が
必
要
な
こ
と
は
勿
輪
で

あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
た
え
づ
努

力
す
る
こ
と
こ
そ
が
発
展
の
道
程
で
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

一　
私
共
が
林
茅
の
抄
仙
を
官
伝
す
る
ゆ

え
ん
も
こ
＼
に
あ
る
の
て
あ
つ
て
、
少

し
で
も
優
豹
な
人
が
た
く
さ
ん
4
画
さ

　

兀蒙
う
に
．
芸
ξ
と
が
竺
掃

三
あ
り
r
J
　
7
0

I　
新
㈹
川
村
姐
汐
の
大
き
な
1
1
拶
で
あ

る
雑
竹
林
茄
抽
の
改
仙
も
、
少
し
で
も

竃
難
璽
誤
澄
霞
い
α
㌶
擁
畑
質
れ
る
よ
・
っ
に
と
T
K
・
れ
・
い
で
あ
っ

’ こ
　の
　こ
　と
　に
つ
　い
て
　よ
　く

’号
　九
　こ
　院1

名
く

の

な
1、

が

村
内
か
ら
tt：

，tt

覆
川
纂
設
の
人
・
な
暴
旦
蛮
い
と
瓜
・
こ
・
が
、
名
パ
宗
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k
と
か
云
わ
れ
る
原
因
で
あ
り
ま
す
。

る
鮒
竹
林
粥
地
の
改
植
を
昨
年
に
倍
し

て
推
し
巡
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
　
そ
の
士
地
の
た
く
さ
ん
の
人
々
が
同

か
」
　
　
　
　
・
品
物
x
x
よ
・
多
・
票
・
詳
し
工

　
雑
竹
林
の
刈
払
、
改
植
は
昨
年
約
六
し
か
も
品
質
が
よ
v
揃
い
硬
秀
で
あ
る

籠
籠
ぱ
設
い
わ
ゆ
死
繕
○
謡
謡
曙
鯵

る
慧
ら
し
い
川
は
・
百
で
そ
む
し
吾
名
に
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
l
e
t

と
判
る
よ
う
に
な
り
ま
し
だ
。
ご
れ
は
l
　
例
i
K
ば
本
村
が
林
オ
朗
係
で
有
名
な

日
ぼ
し
い
雑
竹
林
が
刈
り
払
わ
如
、
改
の
は
、
山
が
多
い
と
云
う
こ
と
で
あ
り

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

警
れ
た
た
め
に
、
現
窪
つ
て
い
旦
叉
し
ゆ
う
の
儒
e
支
繁
そ
の

紺
竹
川
が
目
立
つ
て
き
た
か
ら
と
翅
わ
一
他
の
百
地
と
し
て
卯
内
で
有
名
な
の
も

れ
ま
す
。
郷
土
の
山
が
余
す
と
ご
ろ
な
一
た
く
さ
ん
の
シ
ユ
ロ
が
植
ヌ
ら
れ
、
植

く
造
林
さ
れ
、
整
地
さ
れ
て
き
っ
っ
あ

る
こ
と
は
見
た
目
に
も
気
持
ち
よ
く
叉

木
目
体
も
思
う
存
分
の
生
長
が
勘
来
る

こ
と
に
な
つ
て
，
ほ
ん
と
の
意
味
の
理

想
郷
へ
近
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

　
私
u
ハ
が
毎
日
、
新
聞
や
ラ
ジ
ォ
こ
見

え
ら
れ
つ
S
あ
る
こ
と
、
家
畜
そ
の
他

の
生
此
が
多
い
と
云
う
こ
と
に
他
な
ら

な
い
の
で
す
。

　
あ
た
り
ま
え
の
話
ε
あ
り
ま
す
が
、

纏
訓
蕊
路
縫
繍
醗
庭

て
、
こ
れ
が
叉
わ
が
田
代
村
に
与
勇
ら

れ
た
林
業
の
一
調
題
て
あ
る
と
も
云
え

ま
せ
う
。

　
雑
竹
林
改
植
の
技
術
に
っ
い
ては
、

す
で
に
允
分
御
承
川
の
ご
と

で
あ
り
ま

す
の
で
害
き
ま

せ
ん
が
、
造
林
拙
の
ド

刈
り
、
勢
切
り
等
の
r
人
れ
と
同
時
に

繊
蛤
議
鰻
鰍
鑑
鵬
翫
霧
議
縫
議
議
鐘
‥
灘
⌒
甦

を
挙
げ
・
台
と
云
う
者
の
萎
か
三
使
い
m
の
o
p
い
木
を
、
隈
な
p
s
？
t
I
る
木
で
あ
り
ま
す
が
、
歳
の
肥
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

竹
竹
林
荒
期
の
刈
払
い
脂
川
に
今
夏
も
｛
げ
る
と
同
時
に
世
の
た
め
に
よ
り
名
く

頑
恨
ろ
う
で
ぱ
あ
り
冒
巳
ん
か
／

一

小L
瓢
し
突
き
く
な
り
ま
す
が
’

一
現
在
日
本
枯
ψ
の
考
∠
力
、
推
し
鵡
め
一
県
内
に
パ
ル
フ
、
木
材
加
工
会
7
1
が

の
大
巾
な
肱
換
〔
林
棚
肱
換
）
を
す
る
私
共
も
優
川
と
し
て
お
ら
れ
な
い
哨
狽

U
と
に
な
り
そ
れ
に
っ
れ
て
本
果
に
国
を
感
じ
ま
⑭
。

一策
広
爪
林
株
式
会
社
が
股
孔
心
れ
た
の
一

　
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

3
、
貸
付
が
決
定
し
た
場
合
は
セ
リ
市

現
在
の
山
よ

り
も
つ
と
パ
長
の
早
い
入
に
植
九
て
、
常
に
肥
料
を
与
え
て
、
生
を
と
り
、
手
入
れ
が
充
分
行
き
届
き
す
・

を
ぬ
林
し
か
五
て
、
た
く
さ
ん
の
使
い
長
坦
存
」
り
哨
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
ざ
ぐ
大
き
く
優
秀
な
も
の
で
・
従
つ
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
に
於
い
て
も
肥
料
の
吸
敗
が
X
y
s
ず
る
事
が
非
常
に
多
く
、
そ
れ
で
今
の

遣
の
多
い
木
を
早
く
生
丙
し
牧
益
を
あ
と
云
う
こ
と
＼
、
個
々
の
ぽ
敷
を
数
多
一
一
本
十
数
が
円
の
木
で
あ
る
と
云
う
こ
4
、
借
受
け
に
要
す
る
一
切
の
書
類
は
ま
で
行
な
わ
れ
条
が
充
実
せ
ず
郷
啓
に
時
期
に
予
防
す
る
が
最
も
効
果
が
大
き

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
く
作
め
る
と
実
に
莫
犬
な
而
栢
に
な
り
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
農
相
談
所
に
栖
備
し
て
あ
り
ま
す
対
し
て
弱
く
、
今
界
の
様
に
条
の
允
枯
い
。

竃
聾
ブ
議
欝
蕪
醐
露
響
し
得
玩
籠
竃
縫
た
や
蕗
竃
警
縣
娃
曙
舖
鯵
る
か
ら
早
］
に
施
顯
霧
顯
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ア
例
と
も
一
呑
ス
る
こ
」
で
4
が
　
入
打
に
も
屋
敷
林
け
名
い
の
で
す
が
　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
収
穫
桑
園
は
肥
材
の
増
施
か
ら
　
迎
れ
て
縮
れ
て
来
、
落
葉
つ
る
事
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
の
線
な
永
年
作
物
は
普
通
作
物
に
　
る
。
叉
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
枝
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
へ
孤
肥
を
行
つ
た
効
果
が
年
内
又
、
一
薄
無
い
ス
ミ
を
こ
ぼ
し
た
様
な
斑
点
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冤
、
不
時
の
戎
出
や
タ
バ
コ
銭
に
伐
採
を
作
る
方
法
は
な
い
も
の
で
し
よ
う
か
　
ど
し
印
込
ん
で
ド
さ
い
。
　
　
　
　
鷹
ぐ
牧
澱
に
彫
響
し
な
い
の
で
暫
通
作
生
じ
寮
冶
に
成
つ
て
、
病
気
に
侵
さ
れ

乙
の

譲
三
ξ
敷
璽
竃
露
剛
⑪
詩
彗
森
　
s
三
．
六
．
三
6
羅
離
鐘
璽
鰯
醐
総
講
櫻
酬
詔
鍾
釧
璽
繍
霧
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
御
返
し
致
し
ま
せ
ん
。

き
は
第
一
号
ぷ
式
に
よ
り
貸
付
相
請
剰

当
日
一
割
五
分
の
W
証
命
と
市
場
手

数
料
並
に
借
受
者
及
W
語
人
の
印
偲

を
必
ず
持
参
し
て
、
仔
豚
を
借
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

力
と
云
う
Q
の
が
大
み
く
変
つ
て
き
つ
一
続
々
川
平
つ
玉
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
6
一
県
内
の
人
で
、
屋
敷
の
周
開
に
六
ー
本
川
来
る
な
ら
・
防
騙
林
を
牧
ね
・
凧
倒
5
、
村
内
に
居
住
す
る
桓
民
で
あ
れ
ば

A
あ
り
ま
す
。
国
力
林
が
有
川
樹
紺
パ
9
の
恥
り
方
が
変
つ
て
さ
つ
X
あ
り
一
位
の
ス
ギ
の
木
を
軌
ん
て
、
毎
勾
一
本
林
を
兼
ね
、
し
か
も
金
F
な
る
屋
敷
林
　
ど
な
た
で
も
借
ら
れ
寸
す
の
で
ど
し
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田
代
村
有
肉
豚
貸
付
が

始

め
ら
れ
ま
し
た

一　
　
　
　
　
　
一

一舗
鵠
齢
麟
鵠
醗
舗
蔑
誌

　畜
呼
に
よ
つ
て
燈
家
経
済
を
再
建
し
な

｝け
れ
ば
な
ら
な
い

と
s
う
置
現
蒜

万
に
於
け
る
決
箭
弔
書
あ
る
と
同

エ

纏曝
聴
誘
鯉

丁
る
止
最
裂
さ
け
ば
れ
ご
ま
い
り

｝ま
し
た
が
硝
々
貝
の
緒
に
乗
つ
た
よ
う

．

な
E
が
致
し
ま
す
。

1

v
”
ノ
A
－
A
v
．
．
－
－
“
“
“
ー
w
．
－
－
A
＿
－
N
v
．
h
－
＿
e
、
～
、
…
’
t
”
巳
1
、
、
S
～
S
、
、

子
供
を
叱
る
こ
と
に
つ
い
て

下8捉
出
・
な
け
れ
ば
な
ら
・
い

加
え
ま
し
て

掲
載
し
ま
し
た
の
で
村
民
一

の
皆
さ
ん
力
に
は
遠
綿
な
く
印
込
み
下

さ

い
．
　
　
　
　
蚕
号
褒
に
よ
・
保
叉
茗
麗

田
代
村
有
肉

豚
貸
付
條
例
の駕
沓
を
入
れ
る
も
の
と
し
授
叢

第
一
条
村
は
豚
の
改
艮
増
殖
を
奨
励
納
は
村
長
の
指
定
寸
る
期
日
乃
場
所
に

し
縄
済
H
V
の
促
巡
並
に
村
臼
に
対
す
．
於
い
て
ね
う
。

る
営
腿
改
辞
の
一
助
と
し
て
毎
年
予
算
一
第
六
条
　
貨
付
に
於
い
て
は
貸
付
と
同

の
硫
開
に
於
い
て
肉
豚
の
貸
付
を
行
う
一
時
に
貸
付
費
の
一
割
五
分
を
貸
付
補
g

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
二
秦
　
村
白
豚
の
貸
付
を
希
累
す
る
・
と
し
て
納
入
す
る
も
の
と
し
こ
れ
を
返

者
は
左
配
条
件
を
具
㎝
し
な
θ
れ
ば
な
還
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛
離
曾
珊
に
熱
心
汀
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

月
村
譜
会
の
疏
決
を
得
ま
し
て
村
有
肉
一
2
、
豚
脅
を
有
ナ
る
者

豚
の
貸
付
を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
の
　
3
、
村
内
に
移
住
す
る
村
民

で
貸
付
条
例
並
に
之
が
条
例
の
解
説
を
　
第
三
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
、

鋤
四
条
　
村
畏
は
前
条
に
よ
り
借
受
者

が
第
一
一
条
に
該
当
か
否
か
を
調
介
の
上

貸
付
を
行
う
。

第
玉
条
　
貸
付
決
定
を
受
り
た
る
時
け

　

購
賞
貸
付
代
A
W
は
売
却
府
返
納
6
る
も

あ
と
す
る
。

第
七
条
　
貸
伺
豚
は
原
則
と
し
て
共
同

一
販
売
に
依
る
も
の
と
し
勝
手
に
交
換
又

kC　す

はる
愛場
情合
をが
もあ
つる
た、
叱こ
りの
方よ
藷覆

さと
ねき

び一
が、
多父
レ、親

とが
叱中
つ学
k三：
と　tsl“

こ』｛’

ろの’
娘
無に
断夜
家遊
賓
条

文
ー
供
よ
り
脳
髄
に
泊
と
な
つ
て
後
妹
　
子
供
を
叱
る
時
に
も
、
怒
り
を
お
さ

悪
く
残
る

　

子
供
自
ら
反
省
し
C
く
引
た
ら
何
の
か
ら
叱
る
べ
き
は
叱
り
蒋
戒
寸
へ
き
は

詫
喪
ぎ
緊
詫
詣
い
鷺
翻
最
四
譜
註
醜
語
註

な
が
ら

艮
い
気
な
も
の
だ
、
等
と
思
う
一
思
わ
れ
ま
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

よ
う
な
年
配
に
な
つ
た
、
f
供
に
は
、
叱
　
子
洪
を
叱
る
上
に
よ
く
考
え
て
見
る

言
は
益
の
な
い
，
J
と
の
よ
う
で
あ
る
．
ご
砦
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
・

け
41

ど
も
実
は
そ
の
年
頃
の
．
f
伊
に
こ
そ
う
ざ
ら
に
な
い
よ
う
で
あ
る
－
…
と
叱
ら
な
い
で
、
1
μ
を
腿
け
．
O
に
は
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
叱
言
は
必
嬰
に
慰
43
41

る
、
し
カ
し
云
つ
て
放
仔
し
て
牌
い
て
も
見
い
と
云
う
し
た
ら
声
い
か
L
結
論
は
叱
る
こ
ヒ

叱
る
術
け
ヰ
苦
－
行
3
か
し
い
、
罰
が
　
う
訳
の
も
の
で
も
な
い
。
　
　
　
　
｝
が
い
け
な
い
の
し
け
な
く
、
叱
り
方
に

　一

特
の
爬
V
の
惑
情
－
r
供
を
激
1
く
　
親
の
帆
問
心
と
云
2
C
と
と
叱
ら
な
．
あ
る
よ
う
で
瀞
る
。

川
　
た
り
、
打
っ
人
り
」
る
a
L
”
　
4
t
－
J
　
S
と
l
n
h
，
　
i
と
は
6
0
じ
己
け
作
い
、
子
　
　
こ
こ
で
叱
プ
、
と
仁
才
，
こ
お
き
二

一ξ
パ
呂
8
響
に
よ
る
斑
．
欝
た
e
f
，
o
：
a
f
．
b
l
k
t
．
s
．
よ
・
蒙
亘
概
裏
ぢ
象
U
・
慧
と

霞
で
蓼
放
け
る
に
は
ど
つ
し
た
灘
撫
難
雛
⌒
纏
謄
九
条

イ

供
・
叱
つ
た
贋
学
考
旦
合
で
・
、
’
雍
は
反
抗
的
に
葱
前
に
・
の
募
を
繰
出
・
た
な
・
不
智
A
。
つ
窮
ε
藷
て
自
宅
に
一
け
失
そ
う
欝
死
亡
警
・
め
た
時

せ

噛藁鷲
竃
b
れ
霧
戴
『
舞
認
霧
少
、
な
る
の
で
は
な
い
一
c
瞳
鰭
翼
縫
嘉
揚
損
『
纏
霞
巽

　　　　　　　　　　　　　　「藷
匡
か
ら
＋
璽
し
捲
ぽ
旭
霧
鍾
ぎ
琉
・
れ
・
し
窪
を
強
い
・
れ
て
竃
誘
議
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
合
も
あ
る
、
叱
ら
撲
に
育
つ
た
L
F
供
　
1
1
t
十
九
オ
の
A
少
年
は
父
け
の
不
仲
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

り
多
少
叱
ら
れ
に
味
を
識
つ
て
い
る
に
か
ね
て
か
ら
不
澗
を
い
だ
い
て
い
た
ー
、
飼
養
目
理
が
適
当
で
な
い
と
き

曇嫌
鱗
議
ぷ
⌒
織
罐
…
竃
竃
猷
と
き

　
　
　
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
一
は
酬
渡
或
は
売
却
す
る
こ
と
は
出
来
な

　
　
　
　
～
、
～
、
、
、
～
ー
～
、
一
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貸
付
豚
の
借
受
中
の
飼
養
処

・・
て
、
竃
整
・
行
童
纏
矯
遷
の
費
用
は
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
⑰
又
は
怠
幌
に
よ
り
貸
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豚
の
能
力
又
は
価
格
を
減
担
し
若
し
く

　
　
　
　
　
　

什
所

氏
　
名
⑩

田
代
村
長

殿

様
式
第
二
号
　
　
借
受
魯

一、
肉
豚
　
頭

右
正
に
借
受
け
ま
し
た
の
で
肉
豚
貸
付

条
例
を
艮
v
守
り
ま
す
。

　
　
　
年

月

日

　
　
　
　

“
所
　
氏
　
名
⑲

川
代
村
長

殿

B
式
第
二
号

　
　

　
　
契
約
轡

　
　
　
僧
受
者
甘
川
氏
　
名

一

、
村
臼
付
豚
　
　
頭

一、
購
買
価
格

一、

稲

独

一、

性

一
、

生
年
月
日

一、

保
証
金
額

右
の
と

お
り
借
受
け
ま
し
た
の
で
田
代

村
有
貸
付
条
例
を
良
く
守
り
飼
獲
管
理

の
適
正
に
努
め
本
村
畜
躍
振
興
に
貢
献

致
し
ま
す
。

　
　
年

月

日

　
　
　
借
受
人
佳

　
　
　
保
訂
入
佳

田
代
村
艮

殿

－
、

所所
氏氏

名名

⑩⇔

貸
付
け
を
希
望
さ
れ
る
万
々
は
仔

豚
セ
リ
市
の
五
日
刑
色
に
貸
付
印
鯖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＿

桑
は
永
年
作
物
で
肥
料
の
吸
敗
は
押
く
一
ま
す
か
ら
是
非
行
つ
て
下
さ
い
e

鍵饗
漫
霧
舗
籔
鱒
警
龍
轄
し

と
発
育
は
悪
く
叉
、
窟
嬰
な
小
は
血
児
一
く
飼
育
時
期
に
成
つ
て
、
葉
、
枝
条
共

の
作
柄
に
影
響
し
’
　
　
　
　
　
　
一
に
無
斯
な
状
態
に
成
り
、
桑
不
足
を
生

鍾
剛
露
霧
舗
旦
出
鰭
↑
年
こ
そ
は
墾
覧

　
購
買
当
時
の
元
金
は
返
納
さ

れ
な
く
三
袋
な
い
し
四
袋
（
桑
間
形
肥
料
l
袋
1

　
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
八
貫
入
り
）
は
施
肥
す
る
様
に
、
新
植
一

。

誘霞
繍
鯉
鋪
飢
謡
に
は
八
貫
な
。
し
＋
斑
位
い
が
適

　
は
貸
付
時
の
元
金
を
返
納
し
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。
従
つ
て
残
金
は
本
人
の

　
S
入
と
な
り
ま
す
。

9
、
死
亡
し
た
場
合
は
保
証
人
並
に
小

　
組
合
艮
の
罰
朋
薔
を
村
長
宛
に
捉
出

し
て
ド
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　一
考毛
蘭
に
纏
し
て
s
る
と
何
年
．
の
認
鴛
・
蓼
し
な
か
つ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

7
、
若
し
病
気
等
で
死
亡
し
た
場
合
は
経
つ
て
も
多
牧
穫
桑
園
を
仕
立
る
駆
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

書
に
印
鑑
捺
印
の
上
営
膿
相
訟
川
に
一
以
上
で
解
説
を
終
り
ま
す
が
村
民
皆
様

　
提
出
し
て
下
さ
い
e

2
、
仔
豚
セ
リ
市
は
毎
月
五
H
と
1
1
十 方
の
御
協
力
を
御
願
い
用
上
げ
ま
す
。
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夏

秋

期
の

　　　　　　養
蚕
に
つ
い
て

　
夏
枯
れ
の
現
金
は
ま
ず
泰
蚕
か
ら
　
一
売
坦
は
1
九
貝
余
り
で
前
渡
金
が
l
l
万

　
騨
み
は
去
る
六
月

十
日
を
以
て
無
察
一
参
千
円
程
度
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

終・
、
お
鼎
は
四
月
二
宍
旦
夢
緩
あ
り
ま
す
が
元
・
工

五
o
O
瓦
の
童
児
を
掃
立
て
五
月
三
、

習
に
嬰
し
三
竺
‡
バ
日
l
に
於
s
て
は
巽
讐
に
套
な
多
皇
く
篇
に
努
め
て
下
さ
い
。

頃
上
渋
し
、
六
刀
四
日
・
七
日
・
十
日
i
ス
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
養
寮
と
雷
う
仕
事
は
二
貫
的

に
繭
販
売
を
行
い
・
此
の
問
石
月
中
旬
一
友
収
醐
搬
曾
【
数
）
は
多
い
故
に
検
t
関
係
か
ら
飼
育
胞
期
丈
に
力
を
入
れ
、

頃
ま
で
は
悪
大
候
で
’
こ
れ
以
欝
は
天
定
成
納
（
単
価
に
閲
係
あ
る
）
も
非
常
桑
園
管
刑
は
i
般
作
と
勝
ち
合
う
閥
係

T
候
に
恵
ぐ

ま
れ
た
が
、
し
か
し
肝
年
の
一
に
R
く
六
月
四
日
販
売
の
糸
景
は
＋
八
一
か
ら
粗
に
成
り
易
く
そ
れ
で
適
期
肥
培

台
風
災
智
と
1
1
’
四
月
の
早
蝋
に
ょ
り
匁
三
七
で
繭
格
が
三
等
で
掛
目
が
昨
年
一
管
理
が
不
充
分
で
飼
育
時
期
叉
、
反
当

桑
の
発
身
発
育
が
懸
く
過
大
の
桑
不
足
一
の
春
蚕
と
同
掛
位
い
で
あ
つ
た
と
す
れ
収
繭
量
が
上
ら
な
い
と
後
悔
す
る
事
が

を
き
た
し
た
が
養
血
家
の
不
断
か
ら
の
一
ぱ
単
価
け
壱
千
七
百
田
程
度
に
成
る
予
多
々
あ
る
。
そ
れ
で
今
年
に
限
つ
て
は

な
み
な
ら
ぬ
努
力
K
よ
り
予
想
以
上
の
定
で
あ
り
ま
す
か
ら
反
当
牧
入
を
あ
げ
一
こ
う
首
う
事
＄
き
様
努
め
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
l
l
l
l
U
P

「ば
れ
て
い
る
防
災
営
腿
か
ら
曾
つ
て
も

初
秋
蚕
を
飼
腎
す
る
が
M
、
蓉
蚕
経
営

か
ら
見
て
も
是
非
必
要
で
あ
る
こ
の
●

か
ら

押
し
て
’
初
秋
蚕
に
は
費
の
半
分

減
上
の
桑
が
猫
崇
嘉
に
仲
誓

一

せ
な
v
て
は
な
ら
な
い
．

i　
今
、
桑
は
肥
培
充
分
な
物
で
は
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
ロ

　　　　　　　　　　　　　　ニ顯
畷
奏
探
隷
蜘
糾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
か
し
て
桑
全
体
に
反
当
二
斗
位
撒
布
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
轡
は
桑
で
守
り
ま
し
よ
う

当

又
警
8
葺
た
桑
濡
躁
訓
蝋
魍
鍵
鵠

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

固
で
も
’
今
述
べ
た
量
に
み
た
ら
な
い
・
防
災
の
役
目
を
果
さ
ぬ
内
に
枯
死
す
る

桑
隔
は
是
非
手
入
週
間
中
に
藩
通
り

施
し
て
下
さ
い
c

生
薦
頁
の
低
下
は
無
駄
肥
料
の
解
消

　
か
ら

　
今
ど
こ
の
桑
閲
も
一
哨
隔
に
夏
作
の

冑
刈
大
豆
が
植
付
け
ら
れ
て
い
る
、
こ

の
冑
刈
大
豆
薪
付
て
な
い
耐
の
頁
中

を
塊
と
し
株
際
近
く
の
両
側
に
深
さ
五

六
寸
の
施
肥
溝
を
掘
り
、
ご
、
に
畑
肥

し
ま
す
。

　
今
迄
の
配
合
肥
料
と
同
様
に
施
肥
す

る
と
効
め
が
少
い
、
固
形
肥
料
は
他
の

肥
料
と
週
い
、
肥
料
の
か
た
ま
り
を
細

根
が
包
根
し
な
く
て
は
肥
料
の
吸
牧
力

が
劣
る
か
ら
肥
料
は
細
い
根
近
ぐ
に
五

頭
§
れ
の
護
入
の
少
い
彫
二
菖
び
・
時
期
で
あ
る
窒
刻
一
奇
の
深
さ
に
加
し
竃
。
．

「叱
り
蓼
し
た
い
・
門
§
た
「
と
叱
璽
れ
蓼
ん
が
い
し
て
父
本
条
例
は
昭
和
三
＋
一
巽
量
霧
設
壕
深
く
鼎
す
る
霧
⑳
様
な
事
き
な
つ
て

　　　　　　　　　　　　　　　警
霞
た
藷
何
に
霧
譜
す
牟
員
蕪
購
纏
鱒
顯
ぽ
熟
離
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心認
に
打
げ
き
が
き
い
・
と
と
反
．
、
窓
頭
　
　
璽
拾
八
・
り
」
燦
舞
。
弓
v
均
れ
ズ
の
脅
鍵
に
よ
り
；
　
g
e
n
t
　
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
射
田
に
軽
卒
な
行
鋤
に
出
る
C
と
を
よ
右
杜
有
肉
豚
ぼ
付
条
例
払
よ
り
膚
付
け
六
r
五
白
円
已
添
り
ま
寸
．
　
　
　
　
の
敗
穫
斌
を
決
矩
し
、
叉
初
秋
蚕
け
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
物
語
、
て
L
る
．
　
　
　
　
　
　
　
L
峨
さ
た
く
此
処
に
印
情
い
た
し
ー
」
一
ワ
、
り
、
甲
凸
は
N
ク
町
部
蒲
の
山
陥
月
令
り
し
飼
合
が
始
ま
り
ま
4
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
巡
倉
馴
杓
川
　
　
　
　
　
η
　
月
　
日
　
　
　
　
　
　
一
ミ
エ
　
　
ル
は
築
圃
！
反
牙
て
総
繭
肋

　
夏
期
桑
閲
手
入
週
間
（
第
二
回
目
）

を
七
月
1
日
か
ら
七
日
迄
実
施
致
し
ま

す
か
ら
、
寸
入
未
完
r
議
は
こ
の
胡

閻
中
是
非
完
｝
」
さ
れ
た
い
e

　
肥
培
管
叩
に
つ
い
て
述
べ
ま
t
s
と
o

　
肥
培
宙
理
は
適
期
管
理
か
ら

　
施
肥
の
時
㎎
は
今
危
の
事
で
御
分
り

反
当
漿
を
上
U
る
ゼ
も
、
最
近
川
一
の
通
り
で
9
ガ
も
う
少
し
述
べ
ナ
す
と

’

肥
料
を
施
し
た
な
ら
ば
従
来
は
L
用
布

子
と
申
し
ま
し
て
鵬
聞
の
土
を
株
も
と

に
寄
せ
、
喧
閲
は
低
v
な
り
、
株
兀
が

土
で
覆
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
こ
の

仕
事
を
極
端
に
わ
い
ま
す
と
、
㎎
問
は
i

深
く
掘
ら
れ
、
細
根
が
無
抑
に
切
ら
れ

」
度
、
早
鯛
に
あ
つ
た
時
と
同
様
に
生
一

長
が
止
万
、
枝
先
の
若
い
葉
が
し
お
れ
一

・農
・
・
葉
は
賀
変
わ
・
d

落
ち
る
事
さ
え
あ
る
，
こ
の
事
か
ら
考

え
て

肥
料
を
施
し
た
な
ら
ば
卿
間
の
土
i

を
株
元
に
少
し
寄
せ
る
程
嘆
艮
い
O
　
I

　
此
の
作
藁
が
終
つ
た
ら
枇
閲
一
面
に
　

敷
溺
翁
禰
が
ら
、
方
わ
ら
、
刈
草
粕

）
を
敷
き
ま
つ
と
、
今
か
ら
の
雑
苧
弊

肝
が
抑
制
さ
れ
叉
、
桑
隔
の
有
機
物
増

一
加
、
L
、
八
月
頃
の
早
刷
対
飛
に
成
り

事
が
多
々

あ
り
勝
ち
で
す
か
ら
、
こ
の

機
会
ゼ
桑
株
の
別
わ
り
の
雑
草
を
刈
り

そ
こ
に
敷
く
様
に
努
め
て
下
さ
S
。

　

夏
作
緑
肥
の
鍬
込
に
つ
い
て

　
七
月
中
句
頃
に
は
緑
肥
の
鰍
込
時
期

に
成
り
ま
す
。

　
鰍
込
時
期
は
宵
刈
大
百
が
二
劇
程
度

簡
花
し
た
時
分
に
引
抜
き
、
半
乾
き
に

し
て
植
付
て
あ
つ
た
哨
に
消
石
灰
を
反

当
二
〇
貫
位
加
用
（
撒
布
）
し
鰍
込
ん

だ
が
艮
い
。

　

災
官
は
忘
れ
ず
に
来
る

　
　
反
当
収
繭
の
増
加
は
初
秋
蚕
か
ら

　
審
血
は
牧
蚕
N
（貫
数
）
は
多
く
又

繭
価
も
N
近
に
無
い
価
格
が
予
想
さ
れ

そ
れ
で
来
た
る
夏
秋
血
に
は
暮
以
上
の

一

実
粘
を
陥
保
し
た
い
o

　
九
月
頃
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
も
印
し

ま
づ
か
、
最
近
は
毎
年
の
櫛
に
台
風
が

襲
来
し
、
晩
秋
蚕
飼
育
が
酬
画
通
り
出

㎜来
か
ね
勇
合
享
く
、
そ
れ
で
曇

一は
有
る
物
と
考
え
初
秋
血
飼
育
に
努
め

て
下
さ
い
o

i　初
秋
讃
飼
育
の
利
点
は
次
の
様
己
あ

る
e
一”
、
災
冑
（
台
晒
）
を
避
け
る
事
が
出

　

平
る
。

2
’
反
当
牧
繭
撤
を
上
げ
る
ポ
が
出
来

　

る
。

3
、
晩
秋
血
の
繭
が
良
く
成
る
。

4
、
飼
膏
期
閲
が
短
か
い
。

　5
、
生
パ
盟
が
少
く
て
膚
い
．

6
’
夏
休
み
で
．
1
供
が
加
勢
出
来
る
。

　
周
上
の
事
か
ら
考
え
初
秋
蚕
は
七
割

親
度
は
飼
育
い
た
L
た
い
、
乙
れ
に
は

ま
ず
桑
間
の
肥
陪
管
押
を
行
う
事
が
何

に
よ
り
も
完
決
τ
寸
．

　
　
　
　
か
業
技
術
員
藤
崎
田
昭

N
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